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ABSTRAK 

Abi Adit Aprizal, 2024. Analisis kebutuhan bahan ajar bahasa Jepang untuk 

pemangang pada restoran di Jepang. Skripsi Prodi Pendidikan Bahasa Jepang. 

Fakultas Pendidikan Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini dilakukan dengan tujuan mengetahui kebutuhan bahan ajar bahasa 

Jepang untuk pemagang pada restoran di Jepang. Penelitian ini menggunakan 

metode analisis deskriptif kualitatif. Pengumpulan data pada penelitian ini 

dilakukan dengan menyebarkan angket kepada 11 responden yang merupakan 

pemagang atau ex-pemagang pada restoran di Jepang. Berdasarkan hasil penelitian 

yang telah dilakukan dapat diketahui bahwa bahan ajar yang ada sekarang masih 

belum cukup untuk membantu pemagang beradaptasi dalam kegiatan magang pada 

restoran di Jepang. Selain itu, dapat diketahui juga kesulitan - kesulitan yang 

dialami oleh pemagang selama kegiatan magang dilakukan. Sebagian besar 

kesulitan yang dialami oleh pemagang adalah kesalahpahaman akibat kurangnya 

pengetahuan mengenai kosakata, budaya, dan istilah khusus yang ada di lingkungan 

restoran. Penelitian ini diharapkan dapat menjadi acuan atau pertimbangan dalam 

pengembangan bahan ajar bahasa Jepang untuk pemagang pada restoran di Jepang. 

Kata kunci : analisis kebutuhan, bahan ajar, bahasa Jepang, pemagang. 
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ABSTRACT 

Abi Adit Aprizal, 2024. Analysis of the need for Japanese language teaching 

materials for Internship at restaurants in Japan. Thesis. Japanese Language 

Education Study Program. Faculty of Language and Arts. State University of 

Jakarta. 

This research was conducted with the aim of finding out the need for Japanese 

language teaching materials for restaurant interns in Japan. This research uses a 

qualitative descriptive analysis method. Data collection in this research was carried 

out by distributing questionnaires to 11 respondents who were apprentices or ex-

apprentices at restaurants in Japan. Based on the results of the research that has been 

carried out, it can be seen that the existing teaching materials are still not enough to 

help apprentices adapt to internship activities in restaurants in Japan. Apart from 

that, it can also be known about the difficulties experienced by the intern during the 

internship. Most of the difficulties experienced by interns are misunderstandings 

due to a lack of knowledge regarding vocabulary, culture and special terms that 

exist in the restaurant environment. It is hoped that this research can be a reference 

or consideration in developing Japanese language teaching materials for restaurant 

interns in Japan. 

Keyword: analysis of the needs, teaching materials, Japanese language, internship 
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日本のレストランの実習生向けの教材ニーズ分析 

ジャカルタ国立大学 

Abi Adit Aprizal 

aprizal175@gmail.com  

概要 

A. 背景 

インターンシップは、一般的には実際の職場環境で専門家やメンター

の指導と監督の下で働く実践的な教育の一種である。Sumardiono（2014）

によると、インターンシップは、実生活での直接体験を通じて学びを得

る方法である。 

日本での調理業界のインターンシップは、料理のスキルだけでなく異

文化コミュニケーションの側面も含まれるため、インターン生にとって

ユニークで深い経験を提供する。D’Andrade （1995）によると、文化は

人間が継承と共有を通じて獲得した概念からなる思考体系であり、経験

や直接的な行動に意味を与えるために使用される。 

インターン生の日本語力は、使用する教材によってサポートされる。 

教材は一般に、学習および指導のプロセスを支援するために使用される

教材として定義される。Daryanto （2013）によると、教材とは、生徒に

学習体験を提供し、生徒の態度、知識、スキルを変えるのに役立つもの

であれば何でもいいである。したがって、適切かつ効果的な日本語教材

の開発は、日本食レストランでの経験を成功させるための実習生の準備

において重要である。Pribadi （2009）によると、教材の開発プロセス

には、ニーズ分析、企画、教材開発、実装、評価などのいくつかの段階

が含まれる。 ただし、本研究ではニーズ分析プロセスに焦点を当てて議

論する。 

Stake （1995）によると、ニーズ分析は、適切で関連性の高い教材を

設計することを目的として、生徒の状況とニーズを理解することを目的

とした定性的なデータ収集プロセスとして機能する。さらに、日本食レ
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ストランの文化的側面、ビジネスマナー、仕事の仕組みを理解すること

で、見習いの適応力が強化され、レストランに積極的に貢献し、見習い

の経験から最大限の利益を得ることができる。 

研究者は、上記の問題の背景を踏まえ、「日本のレストランにおける

インターンシップのための日本語教材のニーズ分析」というタイトルで

論文を作成する予定である。 

B. 問題提供 

本研究の問題提供はこのようにである 

1. 既存のレストラン向けの日本語教材は、インターン生がうまく適応す

るのにどのようにじゅうぶんなのでしょうか。 

2. レストラン向けの日本語教材はインターン生のニーズにどのように適

合するのか。 

C. 解決 

本研究では、データはアンケートを通じて取得された。 アンケート結

果をデータ分析活動の一次データとしている。 アンケートは、日本の日

本食レストランでインターンをしていた、または現在インターンをして

いたインターンまたは元実習生を対象に行われた。 この調査の回答者数

は 11 名だった。 アンケートは 2024 年 1 月 13 日に実施され、2024 

年 1 月 14 日に収集された。 

表１．回答者の背景データ (複数回答) 

ポイント 答え パーセンテージ(%) 

日本語を勉強し

ている場所 

高校 36.4 

大学 63.6 

コースインスティチュー

ト 

9.1 

職業訓練校 18.2 

日本の学校 9.1 

他の 9.1 
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日本語学習に使

用する教科書 

皆の日本語 90.9 

いろどり 36.4 

まるごと 9.1 

他の 0 

あなたの日本語

学習戦略 

対面授業 90.9 

オンライン授業 45.5 

チュートリアルビデオ 27.3 

直接実践 63.6 

他の 0 

日本語学習に利

用するメディア 

本/教科書 90.9 

オーディオ/ポッドキャス

ト 

36.4 

携帯アプリ 45.5 

ビデオ/ユーチューブ 63.6 

ソーシャルメディア 45.5 

他の 9.1 

表２．素材や能力に関する声明 

No. 声明 
パーセンテージ(%) 

STS TS S SS 

1. 

敬語 について学んだ内容は、イン

ターンシップ活動に適応するのにじ

ゅうぶんである。 
0 45,5 36,4 18,2 

2. 

異文化理解について学んだ内容は、

インターンシップ活動に適応するの

にじゅうぶん役立つ。 
9,1 27,3 45,5 18,2 
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3. 

日本食レストラン向けの日本語語彙

について学んだ内容は、インターン

シップに適応するのにじゅうぶんで

ある。 

9,1 45,5 27,3 18,2 

4. 

あなたが勉強した日本語文法に関す

る教材は、インターンシップ活動に

適応するのに十じゅうぶん役立つ。 
0 27,3 36,4 36,4 

5. 

日本語の文法を理解すると、顧客、

同僚、上司とのやり取りが改善され

る。 
0 0 54,5 45,5 

6. 
異文化問題を理解することで、顧客

/同僚/上司との交流を改善できる。 
0 9,1 45,5 45,5 

7. 

インターン生は、インターン先の企

業の労働文化を理解する必要性を感

じている。 
0 0 54,5 45,5 

8. 

インターン生はレストラン環境での

日本語コミュニケーションのマナー

を理解する必要性を感じている。 0 9,1 36,4 54,5 

9. 

お客様におすすめをするためには、

日本語の料理メニューの知識が重要

である。 
0 0 72,7 27,3 

10. 

顧客からの問題・クレームを解決す

るためにアプローチスキルが重要で

ある。 
0 0 81,8 18,2 

11. 
上司にクレームを伝えるにはアプロ

ーチスキルが重要である。 9,1 27,3 54,5 9,1 

12. 
日本語で起きたトラブルに対処する

には日本語力が重要である。 0 0 45,5 54,5 

13. 

上司に要望を伝えるには礼儀正しく

フォーマルな日本語スキルが重要で

ある。 
0 9,1 63,6 27,3 

14. 

顧客の注文に日本語で対応するに

は、丁寧かつフォーマルな日本語ス

キルが重要である。 
0 9,1 63,6 27,3 
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15. 

インターン生は飲み物や飲み物の提

供に関する日本語の用語を理解する

必要性を感じている。 
0 0 54,5 45,5 

16. 

インターン生は注文や支払いに関す

る日本語の用語を理解する必要性を

感じている。 
0 0 54,5 45,5 

17. 

日本語で料理を美しく見せる方法の

知識は、料理の盛り付けを改善する

ために重要である。 
0 9,1 63,6 27,3 

18. 
日本語では顧客の好みに応じた料理

を提案するスキルが重要である。 0 0 81,8 18,2 

19. 

日本語の俗語やくだけた用語を理解

すると、顧客とのやり取りが容易に

なる。 
0 9,1 63,6 27,3 

20. 

インターン生はレストラン環境に関

連する日本語の特定の用語を理解す

る必要性を感じている。 0 9,1 45,5 45,5 

21. 

インターン生は、レストラン環境に

おける安全衛生規制に関連する日本

語の特殊用語を理解する必要性を感

じている。 

0 18,2 45,5 36,4 

※ STS = 最も反対 

TS = 反対 

S = 賛成 

SS  = 最も賛成 

データを解釈した後、結論が導き出される。 上記の説明に基づいて、

これまで勉強した内容が適応するにはじゅうぶんではないと感じ、日本

のレストランでのインターンシップ活動に依然として困難を感じている

回答者が依然としていることがわかった。 そして、ほぼ全員の回答者が、

日本のレストランでのインターンシップ活動に適応するには上記のスキ

ルが必要であることに同意した。 それとは別に、面白くて学びやすい教

材は動画・YouTube 形式の教材であることも分かった。 
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D. 結論 

研究者によって行われたアンケートデータ分析の結果に基づいて、既

存の教材は日本のレストランでのインターンシップ活動においてインタ

ーン生や元インターン生を助けるのにまだじゅうぶんではないと結論付

けることができる。 期待と現場で起こっている実際の状況には、依然と

してギャップがある。 インターン生は、レストラン環境で使用される語

彙と条項についての知識が不足しているため、誤解などの困難に直面し

ている。 そして、礼儀正しく正式なコミュニケーションが苦手なインタ

ーンもまだいる。 上下関係（上司と部下の関係）を重視する日本の仕事

文化では、礼儀正しくフォーマルなコミュニケーションスキルが非常に

必要である。 
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